
教育機会・健康情報
EDUCATIONAL OPPORTUNITIES/HEALTH INFORMATION

仕事・キャリア
WORK/CAREER

家庭・介護・子育て
HOME/NURSING/CHILDCARE

医療
MEDICAL CARE

ダイエットに
過度に

費用を費やし
てしまう

行き過ぎた美
容医療やダイ
エットの広告
露出

栄養不足によ
る生理の停止
や排卵障害な
どの悪影響

メディアや
SNSで発信さ
れる美と自分
の乖離による
恐怖感

SNSで外見に
対して評価が
集まる構造

表示回数で広告料が
支払われるため
表示回数を増やす
インセンティブが強い

仕事と家庭を
両立している
ロールモデル
が少ない

将来必要な介
護サービスを
受けれるのか
不安を持つ

女性の
意思決定者が
少ない

女性や子ども等に
関する課題解決ビ
ジネスに投資が集
まりづらい

女性や子どもの課
題解決につながる
立法や法改正が
しにくい

固定的性別役
割分担を前提
とした長時間
労働の慣行

お金の出し手にな
る企業 (VCや銀
行 )にダイバーシ
ティが不足

女性政治家が
少ない

育児で転勤が
難しいため
キャリアが
制限される

妊娠の責任が
女性だけにあ
ると社会的に
とらえられて
いる

性別による
役割の固定化

制度が整って
いても制度が
使いづらい雰
囲気がある

妊娠したとき
に女性の人生
にかかる不
便・負担が
大きい

女性の健康に
関する

職場の理解が
足りない

会社の健康診
断に女性向け
の項目が入っ
てない

コンプレックス
商材などの
発信による
悪影響

過度なアンチ
エイジングに
より手間や
お金がかかる

ネットで適切
に情報を得る
ことが困難

ヘルスリテラ
シーへの過小
評価

更年期に対す
る良くないイ
メージを抱い
てしまう

性教育で更年
期を教えない

性教育で出産に関する
医学知識や出産を含む
人生設計について
教えない

性被害の二次
被害への対処
の仕方の情報
提供不足

女性医療にお
ける医療の質
の不均等、
アクセス困難

産婦人科で婦
人科の治療よ
り産科が優先
されてしまう

更年期の
専門医不足

適切な治療が
行われない

特に地方で
婦人科だけの
病院が少ない

産婦人科の先
生が怖くて
行きたくない

婦人科に
行くことに
消極的に
なってしまう

行くべき時で
も婦人科に
行かない

体に不調を感
じても我慢し
てしまいがち

流産・死産時
のメンタル
ケアが不足

出産に至らな
かった人への
サポートが
少ない

産婦人科と
精神科の
連携不足

不妊治療への
アクセスの
ハードル

薬局で
アフターピル
が購入
できない

介護の
担い手不足

アフターピル
が公費・保険
適用外で高価

介護施設の
不足

介護時の親と
の関係の
ストレス

介護サービス
のアクセス
格差

介護の
相談相手が
乏しい

出産に関わる
費用が高い　

不妊治療の金
銭的負担が
大きい

女性は働かず
に家庭を守る
という古典的
価値観

パートナーの
協力が
乏しい

不妊治療中で
あることを職
場や上司に言
いづらい

不妊治療の
職場の
理解不足

男女の
家事育児の
時間の差

産前産後の
母親の
栄養不足

保育園をはじ
めとする育児
サポート不足

高齢出産と子
育ての時期が
重なり負担が
大きい

義理両親の
介護も担うこ
とになる

子育てと介護
の負担が
重複する

子育てと近い
時期に介護も
担うことが
ある

産後鬱など男
性に比べて
うつ病リスク
が高い

産後ケアの
不足

可処分時間の
少なさ

育児の過度な
負担と不安

産後ケアの
質の格差

産後の心身不
調から十分に
回復できない

選択できる避妊方法が
諸外国に比べて

限られている避妊方法
が限られている

ピルが
普及しない

アフターピル
が入手
しにくい

診療時間が
短く、適切な
治療が

行われにくい

医療制度が
更年期医療に
そぐわない

若年世代を中心に婦
人科に対して妊娠や
性病というイメージ
があり行きにくい

地方の女性の
生きづらさ

都市と地方の
医療格差

医学部での
更年期教育が
不十分

HPV検査
ワクチン
アクセス
少ない

産科病院の
情報不足

どのクリニッ
クを選べばい
いのか明確な
基準がない

不適切な
医療情報に
アクセス
してしまう

更年期障害の
治療の薬剤使
用に対する過
度な抵抗感

適切な情報源
を参照せずに
自己診断をし
てしまう

診断結果に満足でき
ず複数の医療機関で
医師を品定めする

医療提供側の
負担増加

女性の健康に
関して女性特
有の症状を理
解してもらい
にくい

経済困窮時に
取りうる
選択肢が
限られている

大人の性教育
の機会がない

包括的性教育の
不足

健康に問題が
あったときに
どこに相談
すればいいか
わからない

子どもに対す
る性教育をど
うしたらいい
かわからない

国の学習指導
要領上、

性交について
教えられない

女性の身体や
性の間違った
知識を正しい
ものと
してしまう

家族や一部医
療者の無痛分
娩、母乳育児
などに対する
誤った認識が
ある

他者と性の
健康について
話しづらい

体の不調を
もたらす症状
に個人差が
あり共有・
解決しづらい

ピルの使用に
対する偏見が
改善されない

女性特有の
体調

コントロール
ができない

避妊の
方法に関する
情報が不足

子どもや若年者
が身近な同性の
大人と異なる体
質だと正しいアド
バイスが貰えない

SNSに間違っ
た情報が蔓延
してしまう

女性への価値
基準として見
た目が過剰に
重視される

女性の仕事・
キャリアに対
する偏見と選
択肢の狭さ

先生や親が
キャリア選択
の際に理系を
おすすめ
しない

理系の学習環
境が女性に
最適化
されにくい

理系の女性が
少ない

自分の見た目
に自信をなく
してしまう

脱毛に過度に
出費を強いら
れてしまう

パートナーの
避妊の無理解

若年で妊娠す
ると貧困にな
りやすい

望まない
妊娠を
してしまう

家庭に居場所の
ない未成年女性
に対して性的搾取
が発生しやすい
環境がある

性被害者
になりやすい

性被害を訴え
ても二次的
な加害に
巻き込まれる

生活するために
望まないのに選
択肢として性産業
が選択されやす
い環境がある

パートナーの
理解不足・
リテラシー
不足

女性の健康・ウェル
ビーイング・尊厳を
実現するための心
身に関する知識を
身にづけづらい

体調不良が
解消されにくい

男女の社会的な
役割に関する
固定観念や
それに基づく

差別・偏見・行動

女性が主体的な
人生設計や
キャリア形成を
しづらい

不妊治療にお
いて企業のサ
ポート内容が
本人の望みと
乖離する

受け取れる
年金が相対的
に少ない

就労年月が
男性に比べ
短くなりがち

離婚したい場
合にも経済的
にできない

女性の健康に
関する

家族の理解が
足りない

キャリアに
ついて家族の
理解が
足りない

出産・育児の
過度な負担

家庭・育児・
介護がきっかけで
キャリアを断念
せざるを得ない

女性が自分の
不調について
言いだしにくい

介護の過度な
負担

男女の賃金格差
による可処分所
得の相対的な
少なさ

職場での女性の
働きやすさや
環境の不足

女性の
ウェルネス課題
デザインマップ
WOMEN'S WELLNESS ISSUE DESIGN MAP

本マップは、女性のウェルネスにまつわる社会的
な課題の構造を因果関係とともに可視化した課題
デザインマップです。

ウェルネス領域の社会課題解決を目指しインパク
ト投資を行う「東京ウェルネスインパクト投資事業
有限責任組合」が作成しています。女性のウェル
ネス領域で活躍する有識者によるワークショップに
より課題を抽出し、整理したものです。

なお、本マップは初期版であり、今後さまざまな
ステークホルダーの方々や専門家の方々ととも
に、ブラッシュアップしていきたいと考えています。

本マップは女性のウェルネス課題解決を目指すみ
なさまにご自由にお使いいただくことが可能です。
改変する場合はオリジナルを編集したものである
旨を記載してご利用ください。
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金子萌（株式会社想ひ人）

木村恵（一般社団法人 Femtech Community Japan）

木村琴子（株式会社menopeer）

金藤美樹穂（株式会社 uchu）

島影真奈美（一般社団法人マリーゴールド）

杉浦加菜子 (株式会社じょさんしGLOBAL Inc.)

高岸千恵　(株式会社笑美面 )

高原 友美（株式会社サムライウーマン /まちのてらこや保育園）

中島理紗子（日本薬学生連盟）

西本美沙（ランドリーボックス株式会社）

西史織（株式会社ステルラ）

和田誠一郎（マネックスベンチャーズ株式会社）

西河佑夏（マネックスベンチャーズ株式会社）
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